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－ お買い上げありがとうございます －

ご使用の前にこの｢取扱説明書｣をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。
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目次 主な特長
7新小型１２枚CDチェンジャー
・１２枚演奏用マガジン（XC-M２００）使用
・８センチCD対応（専用トレイ：XC-M２０８J使用）

ダック

7高音質１ビットDAC（D/Aコンバーター）

7８倍オーバーサンプリングデジタルフィルター

7横置き/縦置きタイプ
・５段階に取付角度が設定可能

7CDチェンジャーコントロール用リモコン付属
・１２枚CDアップ/ダウン選択
・ランダム演奏/リピート演奏
・イントロスキャン

7FMモジュレーター
・RF出力８８.１MHz～８９.９MHz（０.２MHzステップで調節可能）

7CDの再生音が生きるBBEサウンドプロセッサー
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お願い

7音とびについて
極端に路面状態が悪いと走行中に音とびを生じることがありま
す。これによって本体が故障したりCDを傷つけることはありま
せん。音とびは大変気になりますので、いったん演奏を停止し、
路面状態の良い道路に戻ってから再開してください。

7CH-Z90RFとは…
CDチェンジャー：CH-Z90DAとCDチェンジャーコントローラー：
KS-RF４０との組み合わせ商品名のことです。
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安全上のご注意　━はじめにお読みください━

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。
絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。

　警告 　注意
7この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをする
と、死亡または重傷を負う可能性が想定される内容
を示しています。

7この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをする
と、障害を負ったり物的損害が想定される内容を示
しています。

●絵表示の説明

注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

一般的注意� 感電� 禁止� 分解禁止� 接触禁止� 一般的指示�

絵表示について 目
次
・
主
な
特
長
・
安
全
上
の
ご
注
意

３�



安全上のご注意（つづき）　━はじめにお読みください━

　警告
マイナス

■本機はDC１２V マイナスアース車専用です。

・大型トラックや寒冷地仕様のディーゼ
ル車などの２４V車で使用しないでくだ
さい。火災などの原因となります。

■車体に穴を開けて取付ける場合は､パイプ類､タンク､
電気配線などの位置を確認の上､これらと干渉や接触
することがないよう注意して行ってください。

・交通事故や火災の原因となります。

■車体のボルトやナットを使用して本機を取付ける場
合は､ステアリング､ブレーキ系統､またはタンクなど
の保安部品のビスは絶対に使用しないでください。

・これらを使用しますと制動不能や発火
の原因となります。

■配線作業中は､バッテリーの 端子を外してください｡

・ショート事故による感電やけが、火災
の原因となります。

■本機を、前方の視界を妨げる場所やステアリング、
シフトレバー、ブレーキペダル等の運転操作を妨げ
る場所など運転に支障をきたす場所、同乗者に危険
を及ぼす場所には取付けないでください。

・交通事故やけがの原因となります。
■車体のボルトやナットを使用してアース線を接続す
るときは、ステアリングやブレーキ系統等の保安部
品のビスは絶対に使用しないでください。

・事故の原因となります。

４�



　警告
■コード類は、取付説明書または取扱説明書の指示に
従い、運転操作の妨げとならないよう、まとめてお
くなどしてください。

・ステアリングやシフトレバー、ブレー
キペダルなどに巻き付くと事故の原因
となります。

■電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源を取
ることは絶対にお止めください。

・リード線の電流容量をオーバーし、火
災・感電の原因となります。

■本機を分解したり、改造しないでください。

・事故・火災・感電の原因となります。

分解禁止

■自動車を運転中に音量調節等の操作をしないでください。

・このような操作は、必ず安全な場所に
車を停車させてから行ってください。

■音が出ないなどの故障状態で使用しないでください｡
・事故・火災・感電の原因となります。

■万一､異物が入った・水がかかった・煙が出る・変な
匂いがするなど異常が起こりましたら､直ちに使用を
中止し､必ずお買い上げの販売店にご相談ください。

・そのままご使用になると事故・火災・感
電の原因となります。

安
全
上
の
ご
注
意（
つ
づ
き
）
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■ヒューズを交換するときは、必ず規定容量（アンペア
数）のヒューズをご使用ください。

・規定容量以上のヒューズを使用すると、
火災の原因になります。

■事故防止のため、電池は幼児の手の届かないところ
に保管してください。

・万一、お子様が飲み込んだ場合は、た
だちに医師と相談してください。



安全上のご注意（つづき）　━はじめにお読みください━

　注意

■必ず付属の部品を指定通り使用してください。
・指定以外の部品を使用すると、機器内
部の部品をいためたり、しっかりと固
定できずに外れたりして事故やけがの
原因となることがあります。

■本機の取付・配線には､専門技術と経験が必要です｡

・安全のため必ずお買い上げの販売店に
依頼してください。

■雨が吹き込むところなど、水のかかるところや湿気
やほこりの多いところへの取付は避けてください。

・本機に水や湿気、ほこりが混入します
と発煙や発火の原因となることがあり
ます。

■振動の多いところなど、しっかり固定できないとこ
ろへの取付は避けてください。

・外れて事故やけがの原因となることが
あります。

■本機の通風孔をふさがないでください。

・通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、
火災の原因となることがあります。

■本機を不安定なところに取付けないでください。

■正規の接続を行わないと、火災や事故の原因となる
ことがあります。

■車体やねじ部分、シートレール等の可動部に配線を
はさみ込まないよう注意してください。

・断線やショートにより、事故・感電・
火災の原因となることがあります。

・正しい設置を行わないと、事故や故障
の原因となることがあります。

・接続が終わったら車のブレーキランプ､
ホーンなどが正常に動作することを確
認してください。

６�



・間違えますと乾電池の破裂、液もれに
より、けがや周囲を汚す原因となるこ
とがあります。

・また、新しい電池と一度使用した電池
を混ぜて使用しないでください。乾電
池の破裂、液もれにより、けがや周囲
を汚す原因となることがあります。

　注意

■マガジン挿入口に異物を入れないでください｡

・火災や感電の原因となることがありま
す。

■運転中の音量は、車外の音が聞こえる程度でご使用
ください。

・車外の音が聞こえない状態で運転する
と､事故の原因となることがあります｡

■マガジン挿入口に手や指を入れないでください。

・けがの原因となることがあります。

指をはさまれ
ないよう注意

■本機を車載用として以外は使用しないでください。

・感電やけがの原因となることがありま
す。

安
全
上
の
ご
注
意（
つ
づ
き
）
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■指定の電池以外は使用しないでください。

■電池を機器内に挿入する場合は､極性表示（プラス
とマイナス ）に注意し､機器の表示通りに入れてく
ださい。
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CONTROLLER CHANGER
INPUTINPUT

ディスプレイ　KS-RF４０�

CDチェンジャー　CH-Z９０DA

FMモジュレーター部�

DINコード（付属品）�

アンテナコネクター�

RF出力�

カーアンテナへ�

アンテナ入力�
ヒューズ６.３Ａ�

・エンジンキーを「OFF」にしても�
　電源の切れないところへ�

・車体の金属部に接続する�

・エンジンキーを「ACC」にする�
　と電源がくるところへ�

黒�

黄�

赤�
ヒューズ６.３Ａ�

アンテナ端子�

Ｌ型�

FM付カーラジオや�
カーステレオなど�

アクセサリー�

7純正カーステレオがダイバーシティアンテナの場合�
　は、市販の接続アダプターが必要になります。�
7ダイバーシティアンテナ付の一部の車種の場合、CD
チェンジャーの取り付けが異なります。�
詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。�

6.
3A

6.
3A

ストレート型�

6.
3A

�

�

お知らせ

7FMモジュレーターを接続する
と、ラジオの感度は以前より多
少悪くなります。

８�

接続　－赤色の電源（＋B）コードは、必ず最後に接続してください。－

ヒューズ（６.３Ａ）

7ヒューズの交換について

押しながら左に回してはずす。
元に戻すときは押しながら右に回す。

7交換するときは、６Ａまたは
　６.３Ａのヒューズをお使いくだ
さい。交換してもすぐ切れる
ときは、お買い上げの販売店
にご相談ください。

7DINコードは、
FMモジュレー
ター部側にスト
レート型のコネ
クターを接続し
ます。

7DINコードを
外すときは、
この部分を手
前に引きなが
ら外します。



INT

RND

RPT
F.SEL

DISC

ディスプレイ部� KS-RF４０�

FMモジュレーター部�

リモコン�
RM-RK２３�
（付属品）�

JVC�
CDチェンジャー�
CH-Z９０DA

RF出力�

カーアンテナ�

FM付カーラジオや�
カーステレオなど�

リセットボタン�

7接続が終わったら…
RF出力の周波数の調
節と、RF出力レベルを
調節する前にリセット
ボタンを押してくださ
い。

調節したあとにリ
セットボタンを押
すと、８８.１MHzに
戻ります（ ） ９�

■RF出力レベルおよび周波数の調節

7８８.１MHzにFM放送がある地域の場合
（RF出力の周波数の調節）
FMモジュレーターのRF出力は、お買い上げ時８８.１MHzとなってい
ます。この周波数にFM放送があるときは、以下の手順で周波数を変
えてください。
１. ボタンを２秒以上押す

]KS-RF４０の表示窓に「８８.１」が表示されます。
２. ボタン（または ボタン）で放送のない周波数に調節する
・押すごとに０.２MHzずつ変わります。（８８.１MHz～８９.９MHz）

３. ボタンを押して表示窓を元の表示に戻す

7RF出力レベルを調節するには
CDチェンジャーの音が大きすぎたり小さい
ときは、以下の手順でレベルを調節します。
１. BBEボタンを２秒以上押す

]KS-RF４０の表示窓に「 」が表示されま
す。

２. ボタン（または ボタン）でレベルを調
節する
・最大 ～最小 まで設定できます。

３. BBEボタンを「ポン」と押す
・元の表示に戻ります。

CDチェンジャーとディス
プレイ部のリセットボタン
を押し、内蔵のマイコンを
リセットします。
電源を入れるときは、
必ず （電源）ボタン
を押して入れてくださ
い（ ）

接
続



7作業中のショート事故防止のため、
マイナス

　必ずバッテリーの（－）側を外して
　おいてください。

7取り付け位置が決まったらコードの長さは十分かどうか確認して
ください。

7取り付ける前に仮接続をして本機が正しく動作するか確認してく
ださい。

7取り付けは必ず付属の部品（ネジなど）を指定通り使用し、しっか
り固定してください。固定しない状態で使用しますと、走行中の
振動等により内部の部品がこわれたり、ゆるんで外れたりするこ
とがあります。

7床のカーペットなどに取り付けて音飛びが発生するときは、床に
直接取り付けてください。（]１２１２�ページ参照）

7不安定な場所に取り付けたり傾けて取り付けないでください。音
飛びの原因になります。

7ネジやナットを締めるとき、他の
配線をはさみ込まないようご注意
ください。

7取り付けが困難な場合はお買上げの販売店にご相談ください。

取り付け

１０１０�

取り付ける前に

ご注意

7市販のマジックテープ等を使ってCDチェンジャーをカーペッ
トなどに止めておくと、車の振動で外れ故障の原因となりま
す。必ず付属のネジなどを使用してしっかり固定しておいて
ください。



１１１１�

トランクの床がカーペットなどの場合（取り付けかた１）

スペーサーのはく離紙をはがし、取り付
け位置にマウントベースを張り付ける2マウントホルダーを取り付け、マウントベースを仮止め

し裏面にスペーサーを張る1

CDチェンジャーをナット（M５）で固定す
る4マウントベースをマウントホルダーから外し、カーペッ

トに穴をあける3

マウントベース

マウント
ホルダー（Ｒ）

ネジ（Ｍ４×８㎜）

ナット（Ｍ５）
（仮止めする）

スペーサー
はく離紙をは
がして張る（ ）

マウント
ホルダー（Ｌ）

・マウントベースが大きす
ぎるときは折り取る。

・はく離紙をは
がして張る。

・トランクルームの床の汚れをよく落とし、
平らな所に張り付ける。

カーペット

マウントベース

カッターナイフ
ワッシャー
（φ５）

カーペット

ナット（Ｍ５）

取
り
付
け

・１と５の穴を
使います。



取り付け（つづき）

１２１２�

●取り付けには、必ず付属のネジやナットを使用してください。

●CDチェンジャーは、なるべく水平になるように設置してくださ
い。

●傾いた状態では取り付けないでください。

●裏返して取り付けないでください。

●音飛びの原因となりますので、プレスボードなどの軟らかい部分
には取り付けないでください。

トランクの床に直接取り付ける場合（取り付けかた２）

ご注意

●トランクに穴をあ
けるとき燃料タン
クや、配管等に穴
をあけないよう注
意してください。

マウント
ホルダー（Ｌ）

ネジ
（Ｍ４×８㎜）

タッピングネジ
（φ５×２０㎜）

トランクの床
直径３㎜程度の
穴をあけ、タッ
ピングネジをね
じ込む。

マウント
ホルダー（Ｒ）

・１と５の穴を
使います。
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セレクター� セレクター�

１３１３�

その他取付例（１１１１�～１２１２�ページの取り付けかたを参照してください）

●トランクルームの天井に取り付け ●トランクルームの床に立てて取り付け（垂直使用時）

ご注意

●リアシート裏面や
トランクルーム側
面などに、右図の
ような状態で取り
付けないでくださ
い。
故障の原因になり
ます。

●垂直使用にするときは…
必ず左右のセレクターを「Ｈ（水
平）」側から「Ｖ（垂直）」側に硬貨
などを使って切換えてください｡

〔左右とも「Ｖ（垂直）」側
に切換えないと、使用
できません 〕

トランクルーム天井

マウントホルダー

・２と４の穴を
使います。

トランクルームの床

マウントホルダー

・２と３の穴を
　使います。

取
り
付
け（
つ
づ
き
）

〈お知らせ〉
●本機のセレクターは､５段階に設定できます。取付角度に応じて､
セレクターの矢印が上になるように切換えてお使いください。

例：４５°の場合

約４５°のとき

・９０°以上傾ける
と、故障の原因
となります。絶
対にしないでく
ださい。



１４１４�

取り付け（つづき）
7ディスプレイ部の取り付け
ダッシュボードまたはコンソールなどの平らな部分にマジックテー
プで取り付けます。

7リモコンホルダーの取り付け
ダッシュボードまたはコンソールなどの平らな部分に
両面テープで取り付けます。

お願い

7リモコンの操作に支障のないとこ
ろに取り付けてください。

ディスプレイ部　KS-RF４０

ダッシュボードなど

はく離紙をはが
して張る。

マジックテープ（表面の硬い方）
汚れをよく落としてから張る。

マジックテープ
（表面の柔らかい方）

コードを横側から出
すこともできます。

はく離紙
をはがす。

両面テープ
（市販品）

リモコンホルダー

ダッシュボードなど
（汚れをよく落としてから取り付けます）

裏面



１５１５�

正しくお使いいただくために
7このCDチェンジャーはDC１２Ｖ､マイナスアース車専
用です｡大型バスなどの２４Ｖ車には使用できません。

7次のような場所は避けて取り付けてください。
・直射日光の当たる場所、ヒーターの熱風を直接受ける所など、温
度が極端に高くなる場所

・雨が吹き込む所や水がかかったり、湿気の多い所
・ほこりの多い所

7バッテリーの過放電を防ぐため、エンジン停止中や
アイドリング中は、大きな音量で長時間使用しない
でください。

7CDチェンジャーコントロールレシーバーの接続につ
いて

本機のCDチェンジャーコントロールレシーバー接続用８ピンDIN
コードは、JVC製品専用です。市販のCDチェンジャーコントロー
ラーを接続することはできません。

7マガジンの挿入口にはマガジン以外の物を入れない
でください。故障やけがの原因になります。

7CDチェンジャーの取り付けについて
取り付けは、必ず付属の部品（ネジなど）を指定通り使用し、CDチェ
ンジャーをしっかり固定してください。
固定しない状態で使用しますと､走行中の振動や強い衝撃等により､
内部の部品がこわれたり、ゆるんで外れて故障の原因になります。

7安全運転のために…
・運転中は車外の音が聞こえる程度の音量に調節してお楽しみくだ
さい。また操作は、必ず安全な場所に停車させてから行ってくだ
さい。
・ステレオの音量は、あなたの心がけ次第で大きくも小さくもなり
ます。お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。

7車内の温度は…
低温時や高温時に長時間駐車した後CDを聞くときは、車内が常温に
近くなるまでお待ちください。（使用温度範囲：－１０℃～＋５０℃）

7結露（つゆつき）について
次のような場合、本機のレンズなどが結露して正常に演奏できない
ことがあります。
・ヒーター（暖房）を入れた直後
・湿気の多いとき
電源を入れたまま約１～２時間待ってからお使いください。

7外国での使用は…
本機は日本国内用です。外国での使用はできません。

7CD使用上のご注意
次のようなCDは､CDプレーヤー内に正常に装着されず動作しないこ
とがあります。使用しないでください。
・反っているCD
・外周部分にバリのあるCD

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～

バリ（成形不良のCD）

取
り
付
け（
つ
づ
き
）・
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に



１６１６�

各部のなまえ

マガジンについて
・マガジンには、CDが入っていなくても常に１２枚のディスクトレイ
を収納しておいてください。

・CDが入っているときは､ディスクトレイの挿入口を下に向けない
でください。CDが落下する原因となることがあります。

ディスクトレイについて（8センチCDを入れるとき）
ディスクトレイを出し入れするときは
・段違いにならないように、左右の溝に正しく合わせてください。
・静かに最後まで押し込んでロックします。

ドア�
２段階で開きます。�
（図は完全に開いた状態です）�

ディスクマガジン挿入口�
ここにマガジンを入れます。�

　（EJECT）ボタン�
マガジンを取り出すとき押します。�

イジェクト�

OPEN

EJECT

DISC12
12-DISC  COMPACT  DISC  CHANGER

CH-Z90DA

-

３秒以上押すと内蔵のマイコンのリセットができます。次のようなときは、リセットしてからお使いください。
・接続が終わり初めてお使いになるとき
・車のバッテリーを交換したとき
・雑音などの影響で動作が異常になったり動作しないとき



１７１７�

各
部
の
な
ま
え

■ディスプレイ部（KS-RF４０）

　と　ボタン�
曲の頭出し、早送り・早戻しに使いま
す。RF出力の周波数や出力レベルの
調節もできます。�

DISCボタン（＋、－）�
CDの選択に使います。�

　　（電源）ボタン�
電源を入れるとき押します。�
もう一度押すと切れます。�

リセットボタン�
接続が終わったら、RF出力の周波数調
節や出力レベルの調節の前にこのボタ
ンを押して内蔵のマイコンをリセット
します。]　ページ参照�

BBEボタン�
よい音で聞きたいとき「オン」にします。]　ページ参照�
２秒以上押すと、RF出力レベル調節のモードになります。]　ページ参照�

２５２５�

９�

RNDボタン�
CDに収録されている順番に関係なくランダム
に聞きたいとき使います。]　ページ参照�２３２３�

ランダム�

INTボタン�
聞きたい曲やCDを素早く探したいとき使います。�
]　ページ参照�２３２３�

イントロ�

　　ボタン�
演奏中の曲をくり返して聞きたいとき使います。]　ページ参照�
２秒以上押すと、周波数調節のモードになります。]　ページ参照�

２３２３�

９�

リピート�

９�

リモコン受光部�
ここでリモコンの信号を受信します。�

表示窓�



リモコンの使いかた

１８１８�

7受光部に正しく向けてボタンを押します。
7操作範囲は受光部正面より約±３０°の範囲ですが、斜め
から操作すると短くなります。

7受光部に直射日光や照明器具の強い光をあてたり、受
光部の前に物を置かないでください。（動作しないこと
があります。）

リモコンの正しい使いかた

7裏面のフタをあけ、乾電池（単４形）２本
を入れる。

・マイナス（ ）側のバネ
　を押しながら入れます。

単４形乾電池

フタ ■乾電池の交換時期（目安）は
リモコン操作のできる距離が短くなったり動作が不安定になってきたときは、
電池が消耗しています。
２本とも新しい単４形乾電池（アルカリ乾電池など）と交換してください。
■乾電池の正しい使いかた
・乾電池のプラス とマイナス の向きは、表示通り正しく入れてください。
・新しい乾電池と一度使用した乾電池、または種類の違う乾電池を混ぜて使用
しないでください。
・長い間ご使用にならないときは、乾電池を取り出しておいてください。

乾電池の入れかた
7乾電池を交換するには
マイナス（ ）側に電池
を押しながら取り出し
ます。

7付属の乾電池は動作確
認用です。早目に新し
い乾電池と交換してく
ださい。

リモコン受光部�
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リ
モ
コ
ン
の
使
い
か
た

リモコンの各部のなまえ

　と　ボタン�
曲の頭出し、早送りおよび早戻しに使います。�
周波数の調節もできます。�

DISCボタン（＋、－）�
CDの選択に使います。�

　　（電源）ボタン�
電源を入れるとき押します。�
もう一度押すと切れます。�

RNDボタン�
CDに収録されている順番に関係なくランダム
に聞きたいとき使います。�

ランダム�

INTボタン�
聞きたい曲（またはCD）を素早く探したいとき
使います。�

イントロ�

　　ボタン�
演奏中の曲をくり返して聞きたいとき使います。�
２秒以上押すと、周波数調節のモードになりま
す。�

リピート�

INT

RND

F.SEL
RPT

DISC
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11
10
9
8
7
6

4
3
2
1

5

CDをマガジンに入れる このマークの入ったCDに限り
本機で演奏することができます。

マガジン
（XC-M２００）

センターホルダーを押さえ…

ディスクトレイを引き出す1

・ロックされるところまで軽く引いて出します。

文字のある面を上に

マガジン
（XC-M２００） ・文字のある面が上に

　なるようにのせます。

CDをのせ､ディスクトレイをマガジンに入
れる2

ディスクトレイ

●ケースからの出し入れ ●CDに紙を張ったり字を書いたりしないでください。
●CDは曲げないでください。

●ハートや花などの形をしたシェイプCD（特殊形状
のCD）は、ディスクトレイと形状が合わないため
故障の原因となります。絶対に使用しないでくだ
さい。

●CDを保管するときは
必ず専用ケースに入れて保管する。
直射日光のあたる所は避ける。

文字のある面を上にして…

演奏面（虹色に光っている面）
に触れないように持って出す。

上から押さえて入れる。

●８センチCDは…
別売りのディスクトレ
イ：XC-M２０８Jを使いま
す｡詳しくはディスクト
レイの説明書をご覧くだ
さい。市販のCDシング
ルアダプターは使用しな
いでください。

●ディスク番号は、下から
順に１・２・３…となり
ます。ディスクトレイ

マガジン

２０２０�



OPEN
12-DISC  COMPACT  DISC  CHANGER

CH-Z90DA

DISC12-

OPEN

EJECT

DISC12
12-DISC  COMPACT  DISC  CHANGER

CH-Z90DA

-

マガジンの出し入れ　－番号順に操作します｡－

マガジンを押して入れる2ドアを開ける1

・△マークを上に、ディスクトレイの
挿入口を右側にして入れる。

●マガジンを取り出すには…ドアをしめる3
ドアを開ける1

（EJECT）ボタンを押す2
・マガジンが出てきます。

・「カチッ」と音がしてロックするまで開ける。

・「カチッ」と音がしてロックするまで開ける。

２１２１�

Ｃ
Ｄ
を
マ
ガ
ジ
ン
に
入
れ
る
・
マ
ガ
ジ
ン
の
出
し
入
れ



２２２２�

CDを聞く　━ 番号順に操作します。━

7１枚目のCDの演奏が終わると
自動的に２枚目のCDに移り、１曲目からの演奏が始まります。

7CDの演奏を止めるには
（電源）ボタンを押して電源を切ります。

電源が入ったままになっていると、放送が受信できません。

1 電源を入れる]ディスク番号、曲番号が点灯状
態になると演奏が始まります

・表示窓が点灯します。

全曲演奏　－マガジンには、あらかじめ１２枚のCDが入っている場合の例です。－

ディスク番号 曲番号

・１枚目のCDの
１曲目から演奏
が始まります。

2 接続した機器でFM放送を受信する
]通常は８８.１MHzでCDの音が聞こえます。

（ ）この周波数に放送局があるときは、コントローラーま
たはリモコンで周波数を変更します]９�ページ参照

3 ラジオ等の音量を調節する

・本機に接続した機器の音量を適度に調節します。

1

（ ）RF出力のレベルを調節することもできます
]９�ページ参照



演奏中のCDのイントロ�
スキャン�（� ）� マガジン内の全CDの１曲目を�

イントロスキャン�（� ）�
イントロスキャン解除�
（通常のくり返し演奏）�

表示窓から�
消える�

演奏中のCDの�
全曲くり返し�（� ）� マガジン内の全�

CDのくり返し�（� ）�（１曲くり返し）�
表示窓から�
消える（解除）�

・ ：演奏中のCDの曲をランダムに１回ずつ演奏します。終わると次の
CDでランダム演奏をします。

・ ：演奏中のCD以外のCDをランダムに選び、そのCDの中からランダ
ムに１曲を選んで演奏します。

・「ポン」と押
すごとに次
のように動
作します。

イントロスキャン

・INTボタンを使うと、聞きたい曲（またはCD）を素早
く探すことができます。イントロスキャン中は、曲
の頭の部分を１５秒ずつ演奏していきます。曲または
CDが見つかったらイントロスキャンを解除してくだ
さい。

くり返して聞くには　－リピート演奏－

・RPTボタンを使うと、演奏中の曲をくり返して聞くこ
とができます｡

ランダム演奏

・演奏中にRNDボタンを押すと、押すごとに表示窓には次のように表示されま
す。

点滅 点滅

・押すごと
　に次のよ
　うに動作
　します。

点滅

２３２３�

点滅

RNDボタン�
ランダム�

RPTボタン�
リピート�

INTボタン�
イントロ�

Ｃ
Ｄ
を
聞
く



演奏中に別のCDを聞きたいときは、DISC選
択ボタンを使います。

例：３枚目のCDを聞いていたとき

＋側を押すと]４枚目に移り、押すごとに５
]６…と移ります。

－側を押すと]２枚目に移り、押すごとに１
]１２]１１…と移ります。

選択中はディスク番号と曲番号が点滅します。

２４２４�

CDを聞く（つづき）
CDを選択するには

7音量調節について
CDの演奏は、無音状態での雑音がほとんどありません。従来のよ
うにノイズを聞きながらカーステレオ等の音量を調節しておくと、
カーステレオ等から思わぬ大出力が出て、スピーカーを破損する恐
れがあります。電源を切る前に音量は絞っておき、演奏が始まって
から適度な音量に合わせてください。

スキップ演奏（曲の頭出し）

7演奏中に次の曲を聞くには…
・「ポン」と１回押すごとに次の曲次の曲へと
移り、頭から演奏が始まります。

7演奏中の前の曲を聞くには…
・「ポン」と１回押すと今演奏中の曲の頭に戻
ります。もう１回押すと前の曲の頭に戻り、
演奏が始まります。

サーチ演奏（早送り・早戻し）

・演奏中に早送りや早戻しをすると好みの位置を探すことができま
す。

サーチ速度は始めゆっくり、押し続けると速くなります。このとき
早戻しや早送りの音が小さな音（演奏中の約１/４の大きさ）で聞こえま
すので、この音をモニターしながら希望のところで指を離します。

点滅

早送りするとき
押し続ける。

早戻しするとき
押し続ける。



CDチェンジャーの音を良い音で聞きたいと
きは、BBE「オン」にします。表示窓に が
表示され、生き生きした音で聞くことができ
ます。

２５２５�

BBEについて

・「ポン」と押す。

もう一度押すと
「オフ」になります。

7BBEとは…
BBEとは、音の立上がりを速くすることにより、より自然に音の明
瞭度を回復させる技術です。
そのしくみは、可聴帯域を３つに分け低域と中域の音を遅延させる
ことにより、相対的に高域（高調波）が速く耳に到着するようにしま
す。また低域と減衰しやすい高域を少しブーストすることにより、
位相補正との相乗効果で音の立上がりが速く感じられ、音楽の輪郭
がシャープになり生き生きしてきます。

10

 0

10

0 100

BBE OFF

BBE ON

1k 10k

+

[      ]Hz

[      ]dB

↑
レ
ベ
ル�

→周波数帯域（Hz）�

中域�低域� 高域�

Ｃ
Ｄ
を
聞
く（
つ
づ
き
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知っていると便利なこと
８センチCD用のディスクトレイと交換するには
マガジンに８センチCDを入れるときには、ディスクトレイをXC-M
２０８J（別売り）に交換します。

①リリースレバーを押し下げたままディスクトレイを取り出す
②８センチCD用のディスクトレイに８センチCDを入れる
③リリースレバーを押し下げたままディスクトレイをマガジンに差
し込む

●マガジンに段違いで入ることを避けるため、ディスクトレイは１
枚ずつ出し入れすることをお勧めします。

●CDとディスクトレイが平行になっていることを確かめてからマガ
ジンに入れてください。

マガジン
（XC-M２００）

リリースレバー

ディスクトレイ
（８センチCD用）

＊１枚ずつ交換してください。

強制イジェクトについて
万一、動作が異常になりリセットしてもマガジンが取り出せないと
きは、次の方法で取り出してください。

・左側面の穴に水
平に差し込む。

ドアを完全に開ける1
ドライバーなどで「強制イジェクト」の操作をする2

マガジンが
出てきます。

長さ４㎝以上
ドライバーなど

あらかじめ防塵
シールをはがし
ておきます。

必ず取り付けたときと
同じ角度で操作します（ ）

２６２６�



２７２７�

こんなときは　CDチェンジャーシステムの具合が悪いとき故障かな？と思ったら……

修理を依頼される前に、まず次の項目をお確かめください。
それでも直らないときは故障によることが考えられますので、お買上げの販売店、または最寄りのサービス窓口までご連絡ください。

症　　　　　状�

マガジンが取り出せない。�

マガジンが入らない。� ・マガジンの入れかたが違う。� ・　マークのある面を上、ディスクトレイ
の見える方を右側にして入れる。�

・DINコードが外れている。� ・しっかり接続する。�

原　　　　　因� 処　　　　　置�

電源を入れるときは、　（電源）ボタ�
ンを押してください�（� ）�

CDチェンジャーの演奏音とFM放送の音
が一緒に聞こえる。�

・８８.１MHzにFM放送があるため。� ・　　ボタンを２秒以上押してから　ボタ
ンで別の周波数に調節する。�

ディスプレイ部の表示窓に�
�
　　　　～　　　　が表示される。�

・雑音などでマイコンが誤動作しているため。�・CDチェンジャーのリセットボタンを押す。�

ディスプレイ部の表示窓に�
�
　　　　　　　　が表示される。�

・CDチェンジャーと正しく接続されてい
ない。�

・正しく接続し直し、リセットボタンを押す。�

ディスプレイ部の表示窓に�
�
　　　　　　　　　　　が表示される。�

・マガジンにCDが入っていない。�
・CDが逆に入っている。�
（逆になっているディスク番号が表示さ
れます）�

・マガジンにCDを入れる。�
・文字のある面を上にして正しく入れ直す。�

カーステレオ等から「ザッ・ザッ」音が聞こ
える。�

・本機のRF出力レベルが大きいため、カ
ーステレオ等が誤動作している。�

・RF出力レベルを　　　に下げる。�

点滅�

知
っ
て
い
る
と
便
利
な
こ
と
・
こ
ん
な
と
き
は



保証書とアフターサービス
7保証書の記載内容ご確認と保存について
この製品には、保証書を別途添付しております。
保証書はお買上げの販売店でお渡ししますので、所定事項の記入、
および記載内容をご確認いただき、大切に保存してください。

7保証期間について
保証期間は、お買上げの日より１年間です。保証書の記載内容によ
り、お買上げの販売店が修理致します。
その他詳細は保証書をご覧ください。

7保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買上げの販売店にご相談くだ
さい。修理によって機能が維持できる場合は、お客さまのご要望に
より、有料にて修理させていただきます。

7補修用性能部品の保有期間について
当社はカーステレオの補修用性能部品（製品の機能を維持するために
必要な部品）を製造打切り後最低６年保有しています。この期間は通
産省の指導によるものです。

7アフターサービスについてのお問合せ先
ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについてご不明の点は、
お買上げの販売店､または添付の｢サービス窓口案内｣をご覧のうえ､
最寄りのサービス窓口にご相談ください。

修理を依頼されるときは
１. まずこの取扱説明書をよくお読みのうえ、再度お調べくだ

さい。
２. それでも具合の悪いときは、お買上げの販売店に次のこと

をお知らせください。

・JVC CDチェンジャーシステム：CH-Z９０RF

・お名前とおところ

・電話番号

・故障の状態（詳しく）：例　CDの演奏音が出ない。

別売りアクセサリー
・クリーニングキット：CK-２５（CD用）
・１２センチCD用マガジン：XC-M２００
・８センチCD用トレイ：XC-M２０８J（３枚１組）

２８２８�
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主な仕様　－本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります｡－
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

方 式

信号読み取り方式

エ ラ ー 訂 正 方 式
チ ャ ン ネ ル 数
周 波 数 特 性
ダイナミックレンジ
S N 比
チャンネルセパレーション
ひ ず み 率
ワウ・フラッター
出 力 端 子

電 源 電 圧

外 形 寸 法
質 量

：オートチェンジャー方式
　コンパクトディスクプレーヤー
：非接触光学式読み取り
　（半導体レーザー使用）
：クロスインターリーブリードソロモンコード
：２チャンネル
：５Hz～２０kHz
：９３dB
：９６dB
：８５dB（１kHz）
：０.００６％（１kHz）
：測定限界以下
：アナログ（８ピン×１）､１.５V/１kΩ（フル
スケール）

：DC１４.４V（１１～１６Vで使用可能）
　マイナスアース車用
：幅２５２×高さ８８×奥行１７４㎜
：約２.３㎏（付属品含まず）

CDチェンジャー部

●

●

●

●

●

●

入 力 端 子

使 用 周 波 数
R F 出力レベル
電 源 電 圧

外 形 寸 法
ディスプレイ部
FMモジュレーター部

質 量

：CDチェンジャー（８ピンDIN）×１
　１.５V（フルケース）/２０kΩ
：８８.１～８９.９MHz（０.２MHzステップ）
：８１.３dBf（３.２mV/７５Ω）
：DC１４.４V（１１～１６Vで使用可能）
　マイナスアース車用

：幅１０４×高さ４０×奥行２０㎜
：幅１００×高さ３０×奥行１２５㎜
：約４８０g

FMモジュレーター部

・DINコード（８ピン・長さ５m）…１
・ディスクマガジン（XC-M２００）…１
・リモコン（RM-RK２３）……１
（リモコンホルダー付）
・単４形乾電池（動作確認用）…２
・マジックテープ …………２組

付属品

・マウントベース……………２
・マウントホルダー…………２
・スペーサー…………………２
・ネジ（Ｍ４×８㎜）…………４
・タッピングンネジ（Φ５×２０㎜）…４
・ナット（Ｍ５）………………４
・ワッシャー（Φ５）…………４

7BBE Sound, Inc. のライセンスに基づいています。

はBBE Sound, Inc. のトレードマークです。

保
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エラーコードについて
リセット 数字 数字

接続したカーレシーバー等に､RESET ○またはR-○が表示されたと
きは、次のような処置をしてください。

・以上の処置をしても正しく動作しないときは、お買上げの販売店
にご相談ください。

３０３０�

表示された数字� 意　　　味� 処　　　置�

1 EJECTエラー�
　（EJECT）ボタンを３秒
以上押してリセットする。�

配線を確認したあと、　�
（EJECT）ボタンを３秒以
上押してリセットする。�

2 リフターエラー�

3 トレイエラー�

4 ピックアップ戻しエラー�

5 －�

6 通信エラー�

7 その他のエラー�

8 通信エラー�



ベンジン

ア
ル
コ

ー シンナー

お手入れ
CD（コンパクトディスク）のお手入れ

マガジンに入れる前に、演奏面についたほこりやゴミ、指紋などを
柔らかい布でふきとってください。
必ず内側から外側にふいてください。

本体の清掃

パネル面が汚れたら柔らかい布でからぶきしてください。
汚れがひどいときは水で布をしめらすか、中性洗剤を少し布につけ
てふき、あとはからぶきしてください。

●シンナーやベンジン、アルコ
ールなどの化学薬品でふいた
り、殺虫剤をかけないでくだ
さい。変色したり表面の仕上
げをいためることがあります｡

ご注意

●シンナーやベンジン、アナログレコード用のクリーナーなどは絶
対に使用しないでください。

必ず内側から外側へ
連続したキズは音飛
びの原因になります。

・・・・

・・・・

３１３１�
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お問い合わせ先
モビールエレクトロニクス事業部
〒３７１‐８５４３　群馬県前橋市大渡町一丁目１０番地の１
1 ダイヤルイン（０２７）２５４‐８９２６

製造元

カーエレクトロニクス商品部
〒１０８‐００７３　東京都港区三田３‐１３‐１６
　　　　　　　　　（三田４３森ビル）
1　（０３）３４５４‐０９４２

発売元
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